
祝

市
浦
村
誕
生
３０
周
年

章

村

づ

く

り

を

め

ざ

し

て

、

苦

悩

と

　

　

た
。

難

に
遭

い
な

が

ら

も

私

た

ち

の
先

は

い
ま

、

二

十

一
世

紀

へ
む

け

て

活

用

し

た

明

る

く

豊

か

な

村

づ

く

づ

く

り

の

マ
チ

づ

く

り

に
創

意

と

村民憲

No2 2 6号
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地場産業の振興で
地域の活性化

設
整
備
事
業
、
山
村
地
域
資
源
高

小
規
模
漁
場
改
良
事
業
等
が
あ
り

あ
り
ま
す
が
、
実
施
計
画
の
概
要

漁

家

を

と

り

ま

く

環

境

は

年

々
厳

脇

元

地

区

に
小

規

模

漁

場

改

良

事

あ
わ
び
魚
礁
の
造
成

中
間
育
成
施
設
も
建
設

能
な
三
十
ミ
リ
程
度
ま
で
育
成
機

建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

製
作
、
据
付
工
事
に
着
工
、
六
十

化
施
設
整
備
事
業
に
着
手
し
、
養

本
事
業
が
完
了
す
る
と
、
不
振

十三湖プリッジバーク 至4・・●師トンネル
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山

村

地

域

資

源

高

度

活

用

促

進

モ
デ

ル
事

業

は

、

地

域

に
あ

る

資

り

、

産

業

の
活

性

化

と
就

業

機

会

の
確

保

を

推

進

、

魅

力

あ

る

山

村

づ

く

り

を

す

す

め

よ

う

と

国

土

庁

た

事

業

で
す

。

業

規

模

と

し

て

は

四

年

間

で

二
億

１

（
木

造

平

屋

建

て

三

百

七

十

二

百

六

十

二

万

円

で

建

設

、

六

十

一

産

加

エ

セ

ン
タ

ー

（
木

造

平

屋

建

て

二

百

七

十

平

方

＝

）
を

建

設

、

市

浦

牛

の
加

工

や

サ

ケ

の
く

ん

せ

造

平

屋

建

て
七
百
五
十
三
平

方

＝

）

を

建

設

。

同

セ

ン
タ

ー

に

は

、

交

流

コ
ー

ナ

ー

、

体

験

実

習

室

、

安

特

徴

で
す

。

相内地区の史跡 と

中島施設を連結

「
過

疎

地

域

活

性

化

プ

ロ
ジ

ェ
ク

づ

き

、

前

期

の

「
魅

力

あ

る

ふ
る

さ

と

づ

く

り

推

進

事

業

」

に
引

き

億

一
千

六

百

万

円

を

投

入

し

、

安

や

福

島

城

跡

、

山

上

坊

（
日

吉

神

社

）
遺

跡

、

唐

川

城

跡

、

大

沼

公

◆

十

三

湖

中

島

公

園

施

設

整

備

一

◆

福

島

城

跡

整

備

（
一
千

九

百

七

▼
城

跡

土

塁

保

存

、

城

門

棚

復

元

、

◆

山

王

坊

（
日

吉

神

社

）
遺

跡

整

◆

唐

川

城

跡

（
春

日

内

観

音

堂

）

四

阿

、

公

衆

便

所

、

案

内

板

等

が

◆

大

沼

公

園

施

設

整

備

（
四

千

三

（
植

栽

含

）
、

四

阿

、

公

衆

便

所

、

巫
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市

籠

■

０

■

・
ホ

・
■

◆

制

事

墨

葦

十

三

畢

浦
村
菫

一十
周
年
懇

村

の
花

　

月

見

草

（
大

待

育

草

の
通

称

）

辺

緑

に
浅

い
鋸

歯

が

ま

ば

ら

住

民

の
健

康

が

保

た

れ

る

こ

30周年
を 表 彰

花

・
花

は

可

憐

で
詩

情

に
盗

れ

、

●
花

弁

の
四

、

雌

し

べ

の
柱

頭

の
四

は

、

津

軽

文

化

発

祥

の

地

四

浦

町

⌒
市

浦

村

）

の
歴

村

の
木

　

ヒ

パ

（
学

名

な

ろ

）安

東

氏

が

桧

扇

に
真

羽

を

持

治
二
郎
さ
ん

花

・
真

冬

に
開

花

す

る

強

さ

を

も

材

・
材

質

は

細

密

で
黄

白

色

の
光

彩

を

持

ち

、

建

築

材

、

本

工

樹

皮

・
内

皮

を

柔

ら

か

い
繊

維

と

て
在

職

し

ま

し

た
。

在

職

中

、

市

浦

村

コ
ミ

ュ

ニ
テ

セ

ン
タ

ー

建

設

等

に
功

労

し

ま

し

軍>
自

りll

村の■
▽

葛

西
　
善

六
さ
ん

村
の
鳥
　
と
ん
び

（鳶
）

力
を
持
つ
。

マ
ン
を
表
現
す
る
。

●
羽
が
安
東
氏
の
紋
章
と
類
似

在

職

し

ま

し

た
。

葛

西

さ

ん

は

昭

収

入

役

に
も

在

職

し

ま

し

た
。
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1祝 市浦村誕生
功績を讃え17人表

彰
条
例
を
制
定

九

月

開

催

し

た
村

議

会

で
議

決

、
　

　

六

年

以

上

在

職

し

た
者

福

井

俊

■■二■■l舌 告ん

====ビ
L置1』

===〓

秋
田
谷

久

助

木
村
清
左
衛
門

さ
ん

木

村

義

光

が

付

議

会

議

員

、

現

在

に
至

る
．

藤

田

弥
男
造

秋

田

谷

納

が

十

九

年

間

、

消

防

団

長

に
在

職

し

秋
田
谷

兼

吉

表‐1管
多1別

81/2-
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、
郷
土
史

の
研
究
、
市
浦
村
史

の
編
さ
ん
、
研
究

の
成
果

に
基
づ

藤
田
共
右
衛
門
さ
ん

生

の
安

定

に

尽

力

さ

れ

ま

し

た
。

表1普

多:行

生

稲

精

子

が

と

し

て
社

会

福

祉

協

議

会

へ
補

助

利

子

で
貸

付

し

て

い
ま

す

。

― 事務事業の見直 しなど10数項 目 一

置

し

た

「
市

浦

村

行

政

改

革

推

進

　

　

上

る
村

行

政

改

革

の
大

綱

を

決

定

が

、

去

る

八

月

二

十

日
本

部

、

懇

　

　

向

上

と

地

域

社

会

の
活

性

化

を

は

基

本

方

針

　

回

復

改
革

の
推
進

終

っ

い
　
市
浦
村
を
取
り
ま
く
厳
し

い
　

　

て
は
「
市
浦
村
行
政
改
革
懇
談
会
」

地
域
社
会
の
活
性
化
と

住
民
福
祉
の
増
進

◆
事
務
事
業
の
見
直
し

数
制
の
料
金
に
改
め
る
（
６。
年
度
）

等
を
適
正
料
金
に
改
め
る

（
６。
～

６。
年
度
）

◆
補
助
金

・
負
担
金
の
見
直
し

る

（
６‐
～
６２
年
度
）

等
整
理
合
理
化
を
進
め
る

（
６‐
～

６２
年
度
）

◆
組
織

・
機
構
の
簡
素
合
理
化

理
の
効
率
化

。
一
元
化
を
実
現
す

▼
合

併

協

定

書

に
定

め

る

と

こ
ろ

に
基

づ

き

、

出

張

所

の
廃

上

に

つ

▼
他

の
公

共

的

施

設

の
整

備

充

実

に
伴

っ
て

、

利

用

価

値

が
減

少

し

す

る

組

織

の
整

理

統

合

を

進

め

る
。

◆

定

員

管

理

の
適

正

化

▼
組

織

機

構

の
合

理

化

に
よ

り

、

に

つ

い
て

は

、

定

数

内

職

員

を

置

◆
民
間
委
託
、
Ｏ
Ａ
化
等
事
務
改

◆
学
校
給
食
業
務
の
効
率
的
合
理

化
を
は
か
る
た
め
、
現
在
の
単
独

調
理
場
方
式
か
ら
共
同
調
理
場
方

◆
簡
易
水
道
の
経
営
合
理
化
を
は

人
件
費
の
節
減
を
は
か
る

（
６。
年

▼
集
企
業
務
を
金
融
機
関
を
活
用

し
て
の
自
動
払
制
に
す
る

（
６０
年

◆
事
務
の
Ｏ
Ａ
化
に
つ
い
て
検
討

◆
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置
及
び

管
理
運
営
の
合
理
化

▼
村
直
営
の
畜
産
施
設
の
管
理
運

営
を
畜
産
公
社

へ
段
階
的
に
移
管
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儡ρ凸濶塚⑨鱚

家族でおいで
ください

文
化
請
演
会
と

映
画
の
つ
ど
い

安
東
文
化

の

ふ
る
さ
と
を
探

る

十
二
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か

勢
力
を
誇
っ
て
い
た
安
東
一
族
―
。

市
浦
村
は
い
ま
、
津
軽
安
東
文

て
、
安
東
氏
、
東
北
人
の
ル
ー
ツ

価

格

で

品

物

を

提

供

し

、

地

元

産

俗

資

料

館

、

館

長

松

本

　

蒸
ユ
氏

、

し
う
ら
の
あ
け
ほ
の

ミ
ニ
歴
史
展

―
三
春
町
な
ど
か
ら
特
別
出
品
―

村
民
美
術
展

―
児
童

。
生
徒
の
部
―

―

一
般
社
会
人
の
部
―

◆
物
産
展
　
野
菜
即
売
Ｈ
月
３
日

◆
交
通
安
全
力
う
オ
ケ
大
会
は
Ｈ

月
４
日
午
後
６
時
３。
分
か
ら
行
う
。

ジヨイント

―米料理で市浦の味を一



瞳は未来ヘ
30周年に寄せる希望と意見

村
に

た

い

林
　
　
　
猛

ル
ニ
７

　
　
（き
た
な
い
村
だ
な
あ
）

立
　
　
と
電
正
る
人
奮
や
思
■

自
連
　
一介
す
‥
≒
贅
写ヽ
て

私
た
ち
の
村

奈

良

美

香

見

つ
か

っ
た

り

、

縄

文

式

上

器

の

日
本

一
の

牧
場
に

山

本

貴

一

秀ぞ事霞革と、套言」象T奪 縦が去墓∵賞守涛

ま背企諷i壁 む畠撃萬手革[を 省 黎バ4ご



自

榛F鷲
で

武
　
田
　
寿
美
枝

（
大

田

小

・
六

年

）

れ

た

、

景

勝

な

観

光

地

で
す

。

に
、

新

緑

の
牧

草

が

い

っ
せ

い
に

上

を

春

風

が

わ

た

る

頃

に

は

、

長

併
し
て
、
新
し
く
市
浦
村
と
し
て

0)広 報ιチろ

ま ｀
百 は 三 貫 一 と、あ に______

脇
元
の
ゴ
ミ

櫛
　
引
　
　
　
健

捨

て

る

み

ん

な

は

決

し

て
脇

死

謬
錫
Ｍ
舞
第
協
ざ
　

出

王

坊

ぎ

亀

１

る
９

ふヽ

。

櫛

引

晴

子

⌒
脇

元

小

・
五

年

）


